
♪先週の練習内容について
★ポローヴの巡視(男声)

■P １１ １段目 BassⅠをテノールⅠⅡで、BassⅡをベースⅠⅡで歌います。

Ten.ⅠをテノールⅠⅡで、Ten.ⅡをベースⅠⅡで歌います。

３・４小節目 Ten.Ⅱの５つの音は「お」「く」「り」「だ」「す」と歌います。

★ハンの誉め歌（全体）

※練習に打楽器が入りました！ボンボ（太鼓の１種）とシンバルです。今後もトライアングル

など加えていく予定。

■P ２９ ４段目～P ３０ １段目 テノールⅠⅡ一緒に歌います。

■P ３０ ２段目「O」からカット、P ３３「P」へ飛びます。

※P ３３へ飛んだらすぐに歌い出しです！忘れないように P ３０の終わりのところにで

も「次は P ３３。すぐ歌う。出だし強く f、速いまま。」などメモしておきましょう。

■P ３３ 「P」 テンポは前（P ３０）のまま歌います（かなり速めです）。曲奏が変わるので、それ

に合わせて緩やかにならないように注意しましょう。

■P ３３ １段目から p ではなく f で歌う。音量はソプラノにあわせる。

■P ３４ ２段目 mp で歌う。 （全体に共通しているが特に）単語の頭を歌う。

■P ４１ ソプラノ 出だしの音注意。P ４０まで男声合唱だったので、慌てて歌い出さないように

準備しておきましょう。

★景気よく さあ酒を（全体）

■歌う音：アルトは Sop.の段の和音の下（３つの和音になっているところは真ん中の音）、

テノールは Ten.の段を２声に分かれずに上の音を全員で歌います。

■全体的に、休符の位置をもう一度確認し、切るところはきちんと切りましょう。

★乾杯の歌（全体）

■歌うところ：CHORUS と書いてあるところ（P ５７ ４段目 C～P ５８ １段目まで。P ５９ ３段目

１２２小節～P ６０ １段目１４２小節まで。P ６１～P ６３まで。）

■P ６１～P ６３ テノール ２声に分かれずに、全員上の音を歌います。

■P ６３ １９０小節の和音 女声は３声に分かれ、上からソプラノ１、ソプラノ２、アルトとなります。

♪「第九」活動写真展 ３月９日（日）まで展示（市役所中２階） 【テノール 林】
今、高崎市役所庁舎中二階でボランティア団体等の活動写真展を開

催しています。出展している団体は、高崎市を拠点として活動している団

体４０。うち、９団体が我が合唱団と同じＮＰＯ法人（特定非営利活動法

人）です。

模造紙１枚に、自分たちの活動状況を示す写真や文章を貼り付け、そ

れぞれＰＲしています。写真展に訪れる人々は、高崎第九合唱団の活動

が音楽センターでの公演にとどまらず、ヨーロッパ公演やボランティア、

出前コンサートなど精力的な活動をしていることに目を見張っていました。

市役所の業務時間は午後５時半までですが、通常午後１０時半まで開

放しています。照明がおとされますが、見ることは可能です。最終日の９

日（日）は午後３時までとなります。この日は終了後撤収してしまいます。
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♪メイコンサートの楽譜（４００円）、練習用ＣＤ（１００円） 販売中

♪コンサート情報
オペラ「夕鶴」（木下順二作 團伊玖磨作曲） つう：永井隆子／与ひょう：田村稔／惣ど：住谷伴

３月２９日（土）午後６時開演 桐生市市民文化会館小ホール 入場料：２５００円（全席自由）

☆チケットのお求めは 田村先生、住谷先生まで

メゾソプラノ諸田広美帰国記念リサイタル「Eccomi!」 ピアノ：ユリヤ・レヴ

４月１２日（土）午後７時開演 群馬県民会館小ホール 入場料：前売２７００円、高校生以下１５００円

諸田広美：前橋市出身、東京二期会会員。２００６年ミラノにて「カルメン」でデビュー。

♪今後の練習日程（毎週木曜日、３月２０日・５月２９日・１２月２５日だけお休み）

３月６・１３・２７日、４月３・１０・１７・２４日、５月１・８・１５・２２日

※３月２０日（祝） 教会が使用不可。群響合唱団の行事とも重なっている為、お休みになりました。

※５月１５日が合唱練習としては最終週。５月２２日は総会＆ミニコンサート

※６月５日以降１２月１８日まで毎週木曜日練習。７・８月の練習会場は高崎市中央公民館へ

♪大学の定期オペラ公演 【ソプラノ 小林薫子】
２月２１日（学内公演）、２３日、２４日（一般公演）に私の通っている東邦音楽大学の定期オペラ

公演が、大学のホールで行われました。この公演は隔年で行われていて前回（２００６年）の第１
回目はモーツァルトの「魔笛」、今回の第２回目はモーツァルトの「フィガロの結婚」でした。
この定期オペラは大学生、大学院生、研究員、卒業生、教員が混在して出演しています。今回

は東邦音楽大学創立７０周年の記念公演ということもあり、今までの中でも一番盛大に行われて
いたように思えます。数年前まではオペラ公演も学園祭の中で行っていたために制限時間があり、
大幅なカットをせざるを得ない状況でもありました。ちなみに当時は日本語での公演でした。
今回の公演ですが、原語のイタリア語上演、全４幕、日本語字幕付で行われました。私は２３日

に行きましたが、この日のキャストについて大学生はもちろんのこと、教員、東邦音大出身の研究
員（二期会会員の方）も多く入っていました。さすがに歌も演技も素晴らしいものでした。また、特
別出演ではモーツァルト役で以前、教育テレビのイタリア語の番組に出演されていた、ダリオ・ポ
ニッスィさん（東邦音楽大学特任教授）も出演されました。舞台装置はモーツァルトの楽譜をイメー
ジしてダリオさんがデザインしたものを舞台美術デザイナーに更にデザインし直して再現して頂い
たようです。
出演者の皆さん（特にソリスト）は、８月終わり頃から約半年間、夜も結構遅くまで厳しい練習に

耐え、オペラを成功させるために頑張ってこられたようです。去年５月にフィガロのソリストのオー
ディションがあり、私も受けたかったのですが、師事している先生にそのことを話せなかったために
受けずに終わってしまいました。一昨年の４月に編入した時からオペラに出演できるのを楽しみに
していただけあってすごく残念です。次回の公演は２０１０年になると思いますが、それまでには大
学より合格するのが遥かに難しいと言われている大学院に頑張って合格し、ソリストで出られるよ
うにしたいです。また、後悔することのないように頑張ります。ちなみに今回の公演の指揮者は吉
田裕史さん、合唱は東邦音楽大学、短期大学の学生（ソリストを除く）、オーケストラは東邦音楽大
学管弦楽団でした。

♪K バレエカンパニー 新作バレエ 「ベートーヴェン第九」
赤坂 ACT シアター プレミアムオープニングとして、熊川哲也率いる K バレエカンパニーがオ

ケ・合唱と共にベートーヴェンの第九を演じます。

３月１４日（金）～２０日（木） 赤坂 ACT シアターにて連日公演（１７日は除く）

演奏：シアターオーケストラトーキョー 合唱：藤原歌劇団合唱部

独唱：（ソプラノ）野田ヒロ子・佐藤亜希子、（メゾ・ソプラノ）森山京子・向野由美子

（テノール）中鉢聡・村上敏明、（バス）久保田真澄・田島達也

指揮：福田一雄・井田勝大 演出：熊川哲也

プレミアム席２５０００円／S席２００００円／A席１８０００円
※ 第九のフル演奏とバレエのコラボレーション、お試しあれ。
※ HP はこちら→http://www.k-ballet.co.jp/schedule/08-symphony.html#skte
※ 赤羽先生は鑑賞されるそうです。感想が聞きたいなぁ。


